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○
総
務
省
告
示
第
一
〇
五
号

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
八
号
）
第
十
四
条
第
二
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
損
失
補
償
債
務
等
に
係
る
一
般
会
計
等
負
担
見
込
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
年
総
務
省
告
示
第
二
百

四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

第
一
の
一
の
１
中
「

」
及
び
「

」
を
削
る
。

以
下

法
と

い
う

以
下

令
と

い
う

。
「

」
。

。
「

」
。

第
一
の
一
の
２

中
「

」
を
「

」

及
び

地
方

独
立

行
政

法
人

地
方

独
立

行
政

法
人

及
び

受
益

権
を

有
す

る
信

託
の

受
託

者

(1)

、

こ
の

告
示

本
基

準
の

規
定

に
基

づ
き

設
立

さ
れ

た
法

人
一

般
社

団
法

人

に
改
め
、
同

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

中
「

(3)

(7)

（

及
び

一
般

財
団

法
人

に
関

す
る

法
律

及
び

公
益

社
団

法
人

及
び

公
益

財
団

法
人

の
認

定
等

に
関

す
る

法
律

の
施

行
に

伴
う

関
係

法
律

の
整

備
等

に
関

す
る

法
律

平
成

年
法

律
第

号
に

よ
る

改
正

前
の

民
法

明
治

年
法

律
第

号
第

条
の

規
1
8

5
0

2
9

8
9

3
4

（
）

（
）

」
を
「

」
に
改
め
る
。

定
に

基
づ

き
設

立
さ

れ
た

法
人

を
含

む
第

２
条

第
１

号
に

規
定

す
る

一
般

社
団

法
人

等
。

）

第
一
の
二
及
び
第
一
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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二
損

失
補

償
債

務
等

の
評

価
の

区
分

損
失

補
償

債
務

等
負

担
見

込
額

は
次

の
区

分
ご

と
に

定
め

る
基

準
に

従
て

算
定

す
る

も
の

と
す

る
っ

、
。

１
地

方
公

共
団

体
の

財
政

援
助

を
受

け
る

出
資

法
人

等
の

債
務

に
対

す
る

損
失

補
償

２
に

掲
げ

る
も

の
を

除
く

（
。

）

民
間

の
金

融
機

関
等

か
ら

の
借

入
れ

等
の

債
務

に
係

る
損

失
補

償
に

掲
げ

る
も

の
を

除
く

(
1
)

(
2
)

（
。

）

国
の

政
策

金
融

機
関

か
ら

の
超

長
期

の
借

入
れ

を
行

う
法

人
の

借
入

れ
等

の
債

務
に

係
る

損
失

補
償

(
2
)

２
公

的
保

証
機

関
の

保
証

制
度

融
資

等
に

係
る

損
失

補
償

、

公
的

保
証

機
関

の
保

証
債

務
に

係
る

損
失

補
償

(
1
)

制
度

融
資

に
係

る
金

融
機

関
等

の
貸

付
け

に
係

る
損

失
補

償
(
2
)

３
そ

の
他

の
形

態
の

損
失

補
償

又
は

保
証

三
評

価
結

果
の

適
切

な
開

示

個々
の

法
人

に
係

る
評

価
結

果
の

公
表

に
つ

い
て

は
法

令
に

基
づ

き
適

切
に

対
処

す
る

も
の

と
す

る
と

と
も

に
関

、
、

係
者

の
理

解
が

得
ら

れ
る

よ
う

留
意

す
る

も
の

と
す

る
。

第
一
の
四
中
「

1
2

」
を
「

1
4

」
に
改
め
る
。

第
条

第
５

号
第

条
第

２
号
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第
二
の
一
の
１
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

中
「

」
を
「

」
に
改
め

方
法

に
よ

て
方

式
に

よ
て

ハ
の

方
式

ハ
の

方
法

っ
っ

(1)

債
務

者
区

分
二

の
１

に
規

定
す

る
債

務
区

分
事

象
か

ら
二

の
１

、
同

イ
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

ロ
中
「

」
の
次
に
「

(1)

(1)

に
規

定
す

る
債

務
区

分
を

格
付

け
等

の
専

門
の

第
三

者
の

評
価

か
ら

格
付

か
ら

二
の

１
に

規

」
を
加
え
、
同

ハ
中
「

」
を
「

(1)

」
に
改
め
、
同

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

定
す

る
債

務
区

分
を

方
法

方
式

(2)

行
て

い
る

出
資

法
人

等
の

債
務

等
行

て
い

る
出

資
法

人
等

の
債

務
出

資
法

人

第
二
の
一
の
２
中
「

」
を
「

」
に
、
「

っ
っ

、

」
を
「

」
に
改
め
、
同

中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に

等
の

債
務

等
当

該
損

失
補

償
付

債
務

す
べ

て
全

て
１

の
一

の
、

(1)

損
失

補
償

残
高

損
失

補
償

の
残

高
格

付
け

等
の

専
門

の
第

三
者

の
評

価
か

ら
格

付

、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

中
「

」
を
「

(3)

」
に
改
め
る
。

か
ら

債
務

区
分

を

と
は

３
及

び
５

又
は

７
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
当

該
損

失
補

償
を

付

第
二
の
二
の
１
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
、
「

、

」
を
「

」
に
改
め
、
同

か
ら

ま
で
の
規
定
中
「

し
た

金
額

当
該

損
失

補
償

付
債

務
に

対
し

て
損

失
補

償
を

行
て

い
る

額
っ

(2)

(5)

」
を
「

」
に
改
め
る
。

地
方

団
体

地
方

公
共

団
体

第
二
の
二
の
２
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

区
分

算
定

方
式

を
方

法
を

一
般

社
団

法
人

等
で

あ
る

農
地

保
有

合
理

化
法

人

第
二
の
二
の
３

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

ハ
中
「

(1)

(1)
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を
農

地
中

間
管

理
事

業
の

推
進

に
関

す
る

法
律

平
成

年
法

律
第

号
に

規
定

す
る

農
地

中
間

管
理

機
構

農
業

の
」

「

2
5

1
0
1

（
）

（

構
造

改
革

を
推

進
す

る
た

め
の

農
業

経
営

基
盤

強
化

促
進

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

平
成

年
法

律
第

号
に

規
定

2
5

1
0
2

）

（

す
る

旧
農

地
保

有
合

理
化

法
人

を
含

む
純

資
産

の
状

況
貸

借
対

）
」
に
改
め
、
同

か
ら

ま
で
の
規
定
中
「
「

」
を
「
「

。

(2)

(4)

照
表

上
の

純
資

産
つ

い
て

つ
い

て
は

定
め

ら
れ

た
債

務
区

分
に

不
動

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
を
削
り
、
同

中
「

(5)

」
を
「(

4
)

」
に
、
「

」
を
「

1
0

」
に
改
め
、
「

」
の
次
に
「

産
取

引
型

法
人

の
基

準
第

９
条

第
２

号
第

条
第

２
号

と
い

う
。

）

に
係

る
損

失
補

償
付

債
務

に
つ

い
て

当
該

法
人

ヘ
ま

で
ニ

ま
で

使

」
を
加
え
、
同

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

ロ
中
「

、

(8)

(8)

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

ハ
中
「

」
及
び

用
料

使
用

料
等

も
の

で
あ

て
も

も
の

で
あ

て
規

定
に

準
じ

た
っ

っ

(8)

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
の
次

例
に

準
じ

た
例

に
よ

り
付

し
て

い
る

行
て

い
る

の
貸

付
金

っ

(9)

に
「

」
を
加
え
、
同

中
「

」
を

規
則

第
条

第
３

号
の

貸
付

金
及

び
規

則
附

則
第

３
条

の
貸

付
金

を
除

く
1
4

試
算

し
て

（
。

）

(10)

「

」
に
改
め
る
。

算
出

し
て

第
二
の
二
の
４
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

標
準

評
価

方
式

に
よ

る
財

務
諸

表
等

に
基

づ
く

財
務

諸
表

評
価

方
式

に
よ

る

第
二
の
二
の
５
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

出
資

者
等

出
資

地
方

公
共

団
体

方
式

を
方

法
を

格
付

け
等

の
専

門
の

第
三

者
の

評
価

か
ら

格
付

か
ら

債
務

区
分

を
出

資

第
二
の
二
の
７
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

中
「

(1)
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」
を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を

法
人

等
が

受
け

て
い

な
い

場
合

に
お

い
て

受
け

て
い

な
い

出
資

法
人

等
が

に
あ

て
は

っ
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に

で
あ

て
当

該
出

資
法

人
等

の
債

務
の

全
額

に
損

失
補

償
を

行
て

い
る

場
合

に
は

っ
っ

格
付

け
格

付
、

で
き

る
も

の
と

し
に

お
い

て
当

該
出

資
法

人
等

の
債

務
の

全
額

に
損

失
補

償
を

付

、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

で
き

る
。

、
、

出
資

法
人

等
が

損
失

補
償

出
資

及
び

貸
付

け
の

ほ
か

財
し

て
い

る
場

合

」
を
削
り
、
同

中
「

」
及
び
「

」
を
削
り
、
「

(2)

、
、

政
支

援
損

失
補

償
出

資
及

び
貸

付
け

を
除

く
受

け
て

い
な

い
場

合
に

お
い

て
受

」
の
次
に
「

」
を
加
え
、
「

」
を
「

（
、

。
）

け
て

い
な

い
出

資
法

人
等

が
格

付
け

を
格

付
を

取
得

し
て

い
る

場
合

で
あ

て

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
の
次
に
「

っ

当
該

出
資

法
人

等
の

債
務

の
全

額
に

損
失

補
償

を
行

っ
て

い
る

場
合

格
付

け
に

格
付

に
で

」
を
加
え
、
「

」
を
「

」
に
、
「

、

で
き

る
も

の
と

し
に

お
い

て
債

務
区

分
の

分
類

は
当

該
法

人
の

債
務

の
全

額
に

損
失

補
償

き
る

」
を
「

」
に
改
め
、
「

。
、

、

中
堅

企
業

格
付

け
中

堅
企

業
格

付
Ｊ

Ｃ
Ｒ

中
を

付
し

て
い

る
場

合

」
を
削
り
、
同

イ
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

ハ
中
「

(2)

(2)

」
を
「

」
に
改
め
る
。

堅
中

小
企

業
格

付
け

Ｊ
Ｃ

Ｒ
中

堅
中

小
企

業
格

付
・

・

こ
と

を
方

式
を

に
あ

て
も

損
失

補
償

付
債

務
で

あ
て

も
損

失
補

償

第
二
の
三
の
１
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

っ
っ

、
、

」
に
改
め
る
。

を
行

て
い

る
額

っ

た
だ

し
損

失
補

償
付

債
務

の
％

を
下

回
る

額
を

損
失

補
償

債
務

等
負

担
見

込
額

と
す

る
こ

と

第
二
の
三
の
３

中
「

1
0

(1)

。
、
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」
を
削
る
。

は
で

き
な

い
も

の
と

す
る

第
６

条
第

２
号

第
６

条
第

１
項

第
２

号
第

６
条

第
４

号
第

６

第
二
の
三
の
４

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

中
「

」
を
「

(1)

(2)

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

条
第

１
項

第
４

号
同

条
第

２
号

同
項

第
２

号

第
二
の
四
の
１
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

を
い

う
２

に
お

い
て

同
じ

。

第
二
の
四
の
３

中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」

が
付

さ
れ

た
の

対
象

で
あ

る
異

な
る

他
の

設
立

団
体

で
あ

る

(1)

を
「

」
に
改
め
、
同

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

損
失

補
償

を
行

て
い

る
設

立
団

体
地

方
公

共
団

体
っ

(2)

第
三
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

公
的

信
用

保
証

公
的

保
証

機
関

の
保

証
、

、

以
下

公
的

信
用

保
証

と
い

う
損

失
補

償
債

務
の

損
失

補
償

の
対

象
で

あ

第
三
の
１
中
「

「

」

」
を
削
り
、
「

」
を
「

（
。

）

」
に
改
め
る
。

る
債

務
の

金
融

機
関

等
と

地
方

公
共

団
体

の
契

約
に

基
づ

き
金

融
機

関
等

が
不

特
定

多
数

の
事

業
者

等
に

融
資

を
行

第
三
の
２
中
「

、

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、

う
場

合
に

お
い

て
制

度
融

資
に

お
い

て
損

失
補

償
付

債
務

損
失

補
償

の
対

象
で

あ
る

債
務

、

対
象

年
度

の
当

該
年

度
の

前
年

度
に

お
け

る
損

失
補

償
債

務
の

損
失

補
償

の
対

象
で

あ
る

債
務

の

「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

得
た

値
を

い
う

３
に

お
い

て
同

じ
。

。
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第
三
の
３
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

損
失

補
償

実
行

率
に

相
当

す
る

率
第
三
の
４
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

損
失

補
償

対
象

債
権

損
失

補
償

の
対

象
で

あ
る

債
務

精
ち

な
精

緻
な

第
四
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

債
務

保
証

保
証

に
係

る
債

務
の

を
行

て
い

る
っ

第
条

第
２

項
平

成
年

法
律

第
号

第
条

第
２

項
に

あ
て

は
の

債
務

に

附
則
中
「

4
2

」
を
「

1
8

5
0

4
2

」
に
、
「

」
を
「

っ
（

）
、

対
す

る
損

失
補

償
に

係
る

一
般

会
計

等
負

担
見

込
額

の
算

定
に

つ
い

て
は

本
基

準
に

お
け

る
損

失
補

償
債

務
等

負
担

見
込

額
、

」
に
改
め
、
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

の
例

に
よ

る
も

の
と

す
る

こ
の

場
合

に
お

い
て

原
則

と
す

る
ま

た
。

、
。

、

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

及
び

Ｅ
の

Ａ
正

常
償

還
見

込
債

務
Ｂ

地
方

公

別
紙
１
―
１
、
１
―
２
及
び
１
―
３
中
「

」
を
「

、
、

、
（

）
、

（

共
団

体
要

関
与

債
務

Ｃ
地

方
公

共
団

体
要

支
援

債
務

Ｄ
地

方
公

共
団

体
実

質
管

理
債

務
及

び
Ｅ

地
方

公
共

）
、

（
）

、
（

）
（

団
体

実
質

負
担

債
務

の
資

産
超

過
額

と
は

資
産

の
額

が
負

債
の

額
を

超
え

る
場

合
に

お
い

て
債

務
超

過

」
に
、
「

」
を
「

）
、

」
に
改
め
る
。

額
と

は
負

債
の

額
が

資
産

の
額

を
超

え
る

場
合

に
お

け
る

、

別
紙
２
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。
地

方
団

体
地

方
公

共
団

体

格
付

け
等

の
専

門
の

第
三

者
の

評
価

か
ら

判
定

す
る

方
法

格
付

か
ら

債
務

区
分

を
判

定
す

る
方

法
適

別
紙
３
中
「

」
を
「

（

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

格
格

付
機

関
の

依
頼

格
付

に
基

づ
く

判
定

地
方

団
体

地
方

公
共

団
体

）
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格
付

け
等

の
専

門
の

第
三

者
の

評
価

か
ら

判
定

す
る

方
法

格
付

か
ら

債
務

区
分

を
判

定
す

る
方

法
適

別
紙
４
中
「

」
を
「

（

格
格

付
機

関
の

依
頼

格
付

以
外

の
格

付
に

基
づ

く
判

定
中

堅
企

業
格

付
け

中
堅

企
業

格
付

Ｊ
Ｃ

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

）

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

Ｒ
中

堅
中

小
企

業
格

付
け

Ｊ
Ｃ

Ｒ
中

堅
中

小
企

業
格

付
地

方
団

体
地

方
公

共
団

体
・

・

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


